
高崎都市計画特別用途地区（大規模集客施設制限地区）

の変更（高崎市決定）

高崎都市計画特別用途地区を次のように変更する。

種  類 面  積 備  考

特別業務地区 約 １８９ha 

建築してはならない建築物：

１．原動機を使用する工場で作業場の床面

積の合計が１５０平方メートルを超える

もの（自動車修理工場を除く。）

２．建築基準法別表第２（り）項第３号及

び第４号に掲げるもの（（り）項第４号に

該当するもののうちガソリンスタンドを

除く。）

３．劇場、映画館、演芸場又は観覧場のう

ち客席の部分の床面積の合計が２００平

方メートル以上のもの

４．前号に掲げるもののほか、劇場、映画

館、演芸場若しくは観覧場又は店舗、飲

食店、展示場、遊技場、勝馬投票券発売

所、場外車券売場その他これらに類する

用途に供する建築物でその用途に供する

部分(劇場、映画館、演芸場又は観覧場の

用途に供する部分にあっては、客席の部

分に限る。)の床面積の合計が 1万平方メ

ートルを超えるもの

５．キャバレー、料理店、ナイトクラブ、

ダンスホールその他これらに類するもの

大規模集客施設制限

地区 
約 ４０７ha 

建築してはならない建築物：

劇場、映画館、演芸場若しくは観覧場

又は店舗、飲食店、展示場、遊技場、勝

馬投票券発売所、場外車券売場その他こ

れらに類する用途に供する建築物でその

用途に供する部分(劇場、映画館、演芸場

又は観覧場の用途に供する部分にあって

は、客席の部分に限る。)の床面積の合計

が 1万平方メートルを超えるもの 

「種類、位置及び区域は、計画図表示のとおり」



〔特別用途地区〕 

理 由 書 

本市では、中心市街地の活性化並びに効率的な公共投資による都市施設の整

備を推進し、市街地の形成を図るため、各種都市機能の郊外への拡散立地を抑

制し、秩序ある土地利用の誘導を行ってきた。 

こうした方針のもと、広域的な都市構造に影響を与える大型集客施設の立地

と中心市街地活性化基本計画との整合性を図るため、市内すべての準工業地域

において、特別用途地区を定めることにより、大規模集客施設の立地制限を行

ってきた。 

そのようなことから、スマートインターチェンジ周辺工業団地地区の一部に

ついて、用途地域を準工業地域へ指定するにあたり、これまでと同様に特別用

途地区の大規模集客施設制限地区を定める。 



特別用途地区 新旧対照表

変更前 変更後

種 類 面 積 備  考 種 類 面 積 備  考

特別業

務地区

約 １８９

ha 

建築してはならない建築物：

１．原動機を使用する工場で作業場の

床面積の合計が１５０平方メート

ルを超えるもの（自動車修理工場を

除く）

２．建築基準法別表第２（り）項第３

号及び第４号に掲げるもの（（り）

項第４号に該当するもののうちガ

ソリンスタンドを除く。）

３．劇場、映画館、演芸場又は観覧場

のうち客席の部分の床面積の合計

が２００平方メートル以上のもの

４．前号に掲げるもののほか、劇場、

映画館、演芸場若しくは観覧場又は

店舗、飲食店、展示場、遊技場、勝

馬投票券発売所、場外車券売場その

他これらに類する用途に供する建

築物でその用途に供する部分(劇

場、映画館、演芸場又は観覧場の用

途に供する部分にあっては、客席の

部分に限る。)の床面積の合計が 1

万平方メートルを超えるもの

５．キャバレー、料理店、ナイトクラ

ブ、ダンスホールその他これらに類

するもの

同 左 同 左 同  左

大規模

集客施

設制限

地区 

約３８７

ha 

建築してはならない建築物：

劇場、映画館、演芸場若しくは観

覧場又は店舗、飲食店、展示場、遊

技場、勝馬投票券発売所、場外車券

売場その他これらに類する用途に

供する建築物でその用途に供する

部分(劇場、映画館、演芸場又は観

覧場の用途に供する部分にあって

は、客席の部分に限る。)の床面積

の合計が 1 万平方メートルを超え

るもの 

同 左 約４０７ha 同  左 
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